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皆さま，「自炊」という言葉をご存じでしょ
うか。自分で食事をつくるという本来の意味
ではなく，本を解体して電子化する作業のこ
とです。私は自分で買った本は後生大事にす
る人間なので，本を裁断してスキャンするな
どという行為にはとても抵抗がありました
し，タブレットで読むなどというのは，読書
の基本的な何かを忘れた行為ではないかと
常々考えていました。読者の先生方の大半も
多分そうであろうと思います。しかし，山積
みの段ボール箱に封印された亡父の蔵書をど
うしようかと思案してこれは電子化しかない
と決意，先月から自炊作業を粛々と進めてい
ます。これが結構病みつきになるんですね。
特に，昔の文庫本は字が小さくて私のような
年齢になるととても読めたものではないので
すが，PDF化して Kindleで再生すると，字の
サイズは倍以上，ページめくりも随時拡大も
簡単で，たくさんの本が一気に蘇った実感が
あります。
書籍の山を前に途方に暮れている読者の皆
さまにもぜひ「自炊」をお勧めしたいと思っ
ていますが，亡父の蔵書の中にヤスペルス
（Karl Theodor Jaspers, 1883-1969）著，『精神病理
學総論』全 3巻（内村祐之，西丸四方，島崎敏
樹，岡田敬藏訳，岩波書店，1953年）というのが
出てきました。父は教育学の研究者で医学に
はまったくの門外漢でしたので，こんな本を
持っていたこと，また，岩波書店が医学書を
出版していたことは驚きでした。さすがにこ
ういう立派な本を裁断するのは忍びなく，お
盆休みの時間を利用して赤茶けた本の１ペー
ジ目からゆっくり読んでみましたが，これが

なかなかおもしろいのですね。序論の第一項
はいきなり「精神病理學総論の限界」とあり，
最初のイ．「実践的業務としての精神醫學と學
としての精神病理學」の章はこのような文章
でスタートしています。「精神醫學の實践的
業務はつねに個々の人間全體を取りあつか
う。この人間が精神醫の保護や看護や治療を
求めて醫師に委ねられるにしても，或は精神
醫が法廷や各方面の役所で人物を鑑定した
り，史學上のある人物を鑑定するにしても，
或はまた患者が受診にくるにしても，どの場
合でもその個人全體をあつかうことに變りは
ない。醫師の仕事はこういう場合個人個人を
取りあつかうことがすべてであるが，精神醫
はこれら個々の場合に出会う要求を處理する
ために精神病理學者として，一般的概念や法
則を求める」。まだまだ続く大著ですので全
文をご紹介することはできませんが，ここで
の精神醫は脳神経内科医に，精神病理學者は
サイエンティストと置き換えることが可能で
しょうか。
本号の特集は「脳神経内科ジェネラリスト
を目指すあなたへ」です。脳神経内科がカ
バーする領域はとてつもなく広範で，ともす
れば広く浅く，実臨床を乗り切るに十分な知
識を供給するハウツーものが幅を利かす昨今
ですが，深く広く理解することの大切さを噛
みしめたいと思います。普遍的な知識と科学
をもとに個別の患者の実践的な治療にあた
る，ヤスペルスの時代も今も，若手の先生方
が目指すべき医療の基本は変わりません。本
誌がその志を支える存在であり続ければと
願っています。 （神田 隆）
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